







































三 鍋 太 朗
研究ノート
１) 最も代表的な研究としては, 中川敬一郎 『両
大戦間の日本海運業 不況下の苦闘と躍進』 日
本経済新聞社,     年｡
２) 例えば, 寺谷武明 『日本港湾史論序説』 時潮
社,     年は, 横浜港の修築や戦時経済下の港
湾などを論じているが, 分析対象が広く, やや





３) 詳細は, 三鍋太朗 ｢戦間期における高級船員
の人事体系・賃金・労働実態―    年代三井物





































年]』 同課,     年,   ‒   頁)｡ 本稿で参照し

















































絡｣ 『関西学院経済学研究』 第  号,     年,
同 ｢大正・昭和初期大阪市内倉庫及び物揚場に




考察―｣ 『(神戸大学) 経済経営研究年報』 第  
号Ⅰ・Ⅱ,     年, 同 ｢神戸港における港湾運
送業の成立過程｣ 『国民経済雑誌』 第   巻第６






８) 以下の記述は, とくに断りのない限り, 神戸
開港百年史編集委員会編 『神戸開港百年史 建
設編』 神戸市,     年,    ‒   ,    ‒   ,    
‒   頁, 三菱倉庫株式会社編 『三菱倉庫百年史』
同社,     年,   ‒  ,   ‒  ,   ‒  ,    ‒   
頁, 三井倉庫株式会社編 『三井倉庫五十年史』





山本 ｢民間資本による神戸港の港湾設備建設｣  ‒  頁を参照｡  ) 同社の事業展開については, 山本 ｢神戸港に



































































































































完成時期 延 長 幅 員 岸壁延長
着工時期 竣工時期
第１突堤     年７月     年２月     年８月               
第２突堤     年４月     年５月     年９月               
第３突堤     年４月     年５月     年９月 東側               
西側     
第４突堤
    年  月     年     年８月 東側                   年  月     年７月     年  月 西側     
第５突堤     年７月     年１月     年  月                
第６突堤     年  月     年  月     年３月                
(出所) ケーソン据付工事の日程は 『神戸開港百年史 建設編』    頁, 完成時期は巻末の年表による｡

































上屋面積 水 深     年 外国航路船繋留実績
(メートル) (坪) (メートル) 隻 数 総トン数 １隻当り
第１突堤東側      中型船２                         
第１突堤西側      中型船２        
第２突堤東側      中型船２                         
第２突堤西側      中型船２        
第３突堤東側頭部      大型船１                          第３突堤東側根元      大型船１         
第３突堤西側      中型船２        
第４突堤東側頭部      大型船１                           第４突堤東側根元      大型船１         
第４突堤西側頭部      大型船１         
第４突堤西側根元      大型船１         
第５突堤東側      大型船２                      第５突堤西側頭部      大型船１         
第５突堤西側根元      大型船１ 未建築    
第６突堤東側      大型船２ 未建築          
第６突堤西側      大型船２ 未建築    
和田大桟橋      ２ 三菱倉庫                  
高濱岸壁北側      １ 三菱倉庫                  高濱岸壁正面      １ 三菱倉庫   
高濱岸壁南側      １ 三菱倉庫   
東神桟橋      ２ 東神倉庫                    
(注) 和田大桟橋・高濱岸壁・東神桟橋の上屋面積欄には経営する企業名を掲載した｡





























































った (畝川鎮夫 『海運興国史 [附録]』 海事彙
報社,     年,    ‒   頁)｡
  ) 以下の記述は, とくに断りのない限り 『神戸
開港百年史 建設編』    ‒   ,    ‒   頁,
『三菱倉庫百年史』    ‒   頁, 『三井倉庫五十
年史』    ‒   ,    ‒   ,    ‒   頁によった｡  ) 神戸港の輸出入貨物数量は,     年の   万
トンが  年には   万トンに急増した｡ なお,
同港の輸出入数量は, 全て神戸開港百年史編集
委員会編 『神戸開港百年史 港勢編』 神戸市,    年,    ‒   頁から引用し, １万トン未満
の端数は切り捨てた｡  ) 内務省による港湾整備の展開については, 大
霞会編 『内務省史 第三巻』 地方財務協会,    年,   ‒  頁を参照｡  ) 外国貿易設備に係る工事費の負担額は,     
年度までの累計で国 ,   万円, 神戸市   万円










































































室編 『横浜市史Ⅱ 第一巻 (上)』 横浜市,     




































































































































立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
  )  ,   隻のうち ,   隻が浮標を利用し,    
隻が船に装備されている錨により錨泊していた
(『神戸港大観 [昭和十一年]』 の ｢神戸港入港
外国航路船碇繋場所別噸級表｣ による)｡  ) 神戸・シアトル航路には氷川丸級, 香港・サ
ンフランシスコ航路には浅間丸級がそれぞれ就
航していたが, いずれも当時の日本を代表する














企業名 繋留場所 航路名 使用船数 就航回数
日本郵船
税関突堤 大阪青島   月１回










１区 大阪上海   週２回
横浜上海   月５回








横浜ブエノスアイレス (南米航路)   月１回
税関突堤又は２区 紐育急航    月２回
１区又は２区 横浜カルカッタ ５ 月２回
西阿弗利加 ３ ２月１回
阿弗利加 ５ 月１回
１区 横浜ダバオ (比律賓線) ３ 月２回
２区 横浜西貢盤谷 ３ 月１回
横浜ブエノスアイレス (阿弗利加南米線) ５ 月１回
(注) 大阪商船の紐育急航線の使用船数は明らかに多過ぎ, 誤植と思われる｡


















































立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
  ) 神戸市港湾部 『最近欧米港湾の概況 第二輯





し, その中に船を繋留する必要があった｡  ) 神戸市港湾部 『最近欧米港湾の概況 第三輯
(最近独, 白, 瑞, 丁, 重要港湾施設)』 同部,    年,   ‒  頁｡  ) 神戸市港湾部 『最近欧米港湾の概況 第四輯
(米國主要港湾施設)』 同部,     年, ９‒  頁｡  ) 渡邊四郎 『欧米の港湾に於ける貨物の荷役』
丸善,     年,    ‒   頁｡ 渡邊は    年に小









渡業務｣ 『専修大学社会科学年報』 第  号,     


































































設編』    頁)｡  ) 神戸税関編 『神戸税関百年史』 同税関,     
年,    ‒   頁｡ 港務部は, 船舶出入の取締や
岸壁・浮標・曳船の使用許可, 海難救助等の港




であったという｡  ) 神戸市土木部港湾課 『神戸港大観 [昭和八年]』    年,    ‒   頁｡
  ) 『神戸開港百年史 建設編』    ‒   頁｡ この
ような水路は戦後, 接収施設の代替として建設
された第７・第８突堤にも設けられていた｡  ) 港湾協会編 『横濱港荷役調査』 同協会, 刊行
年不明,   頁｡  ) 『神戸港における港湾荷役経済の研究』 補論  ‒  頁｡ １円未満の端数は切り捨てた｡  ) 米綿と印綿の日本への輸入時期は, それぞれ
９月～翌年４月,   月～翌年６月であった (臨
時公立商船学校教科書編纂委員会編 『運用術



























































立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
  ) 綿花の調達戦略を分析した代表的な研究とし
ては, 山崎広明 ｢日本綿業構造論序説 日本綿
業の発展条件に関する一試論｣ 『(法政大学) 経
営志林』 第５巻第３号,     年  月がある｡  ) 三菱倉庫株式会社編 『三菱倉庫七十五年史』
同社,     年,    頁｡  ) 戦後のインフラ整備に関する以下の記述は,
とくに断りのない限り 『神戸開港百年史 建設
編』    ‒   ,    ‒   ,    ‒   ,    ‒   頁に
よった｡
  ) 外貨割当制度の変遷とそれが果たした役割に
ついては, 日本紡績協会編 『戦後紡績史』 同協
会,     年,    ‒   頁を参照｡  ) 『三菱倉庫七十五年史』    ‒   ,    ‒   頁｡  ) 『神戸港における港湾荷役経済の研究』   ‒  






























































  ) 『神戸港における港湾荷役経済の研究』   頁｡  ) 高村忠也 ｢貨物岸壁直積の促進化をめぐる諸
問題｣ 海運系新論集刊行会編 『海運と港湾の新
しい発展のために』 同文館出版,     年,    
頁｡ バース自体の不足に加え, 荷役力の不備に
よる出港の遅延がバース指定を妨げていた｡  ) 『神戸港における港湾荷役経済の研究』    ‒   頁｡
  ) 高村 ｢貨物岸壁直積の促進化をめぐる諸問題｣   ‒   ,    頁｡  ) 当時の欧米の港湾における労働事情について
は, マルク・レビンソン (村井章子訳) 『コン
テナ物語 世界を変えたのは ｢箱｣ の発明だっ






















社も港運会社４社 (三井倉庫, 住友倉庫, 日
東運輸, 上組) との共同出資で神戸コンテナ


































立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
  ) 東京港におけるコンテナ化への対応について
は, 最近刊行された渡邊大志 『東京臨海論 港
からみた都市構造史』 東京大学出版会,     年
が第２章で詳細な分析を行っている｡  ) 『三菱倉庫百年史』    ‒   頁｡ コンテナター
ミナルをコンテナ船と一体的に運営できるよう,
専用使用させる方針は海運造船合理化審議会が    年に発表した答申に明記されていた (   
頁)｡  ) 『神戸開港百年史 港勢編』    頁｡
  ) 新修神戸市史編集委員会編 『新修神戸市史
産業経済編Ⅲ』 神戸市,     年,    ‒   頁｡  年代以降, 順位は徐々に低下していったが,
阪神大震災直前の    年時点でも世界第６位で




























































大阪土木出張所長 (    ～  年) を歴任し,    年に退官した｡ 戦後は櫻島埠頭 (株) 社長
などを務めた (｢土木学会名誉員推挙者報告｣
























立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
  ) 戦後, 神戸港運は閉鎖機関に指定され, 資産
を本来の供出株主に譲渡したうえで  年３月に
解散した｡
